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8. 殺虫鰍 こ脚 ナる共力作用機構に関ナる研究 (轟 ヰ報)i.那 .M.Iccui爪,'cdlPIcx

生成説の冶討※ 松原弘道 (晩阜大学 見学都 農射 ヒ学研牢S)31･4･30･受払

ビレ日 ソと共力剤とか loosemolecularcoヮplexを丘成する恥 こよって･ jt.カ効か ,'もT=

らされるというBlackithetal.の学説を,.,ビレト.)y とエ3･′1-ルの犯せモル血と非力庇と

の関係から検討し,それに対し否定的の招来を得た｡

Pageetal.(1)はネッタイシマカ AedesaegyL)LiL.

を用いピレト])ンに対するsesamin及びN-isobutyl-1
undecyleneamideの共力作用を研如し,粒々の丘の

共力剤の存在下で蚊の標準群を致落下仰転せしめるに

必要などレトリi,の平均虫を求め,共力剤及びピレト

t)ンが等モJL,数存在する場合に最大効力を示すのを発

見し, ピレトリンと共力剤の問に等 モル比の横徐

こL(loose)な rnolecularcornplexの生成を提唱し,･この

ton?plex がピレトリン印剤の3倍a)詩力を有すると
/主張した｡更に共役 力lackithの は同一昆虫を用い,

sesまmin,N-isobutylundeqleneamide,piperonyl

butoxideI･plperOnylcycloneneI〝-prOpylisome

及び MGK264016共力剤のピレトt)ンに対する混

合モル比と比有効姥 (relativepotency)との関係を

研死し,t=:ベロニルプトキサイド以外は総て混合モル

比 1:1の点で急に垣緑が水平に折曲り,以後火力刑

∴ を加用 して も有効庇が全 く増加 しない現象,即 ち

limiting relative_potencyを観察し,loosemole-
cular eomplex の生成説を支持し, 昆虫神経部の

')ビッドー蛋白質界面残余'Rl位 (restingpotential)

の放TE:によって昆虫神経鞘への疹透を容易にするとの

共力作用機将を論じている｡ ･然し.Miller.etalJ¢)

は卿 ヒ水系に搭解した ピレトリン-ピベロこうレナトキ

サイドの等モル氾合物の氷点降下並びに赤外線吸収ス

ペクトルの研兜から,上妃の complexの生成を否定

してJ..!り,又 J)owe(1㌧ llc､vlett'61及び Nash(6,は

ビレトリ･ン郡に非力剤を等モル比以上に多党加用する
時は邦の火力肋,'Em加するのを祝訳し,節軒limit-
ingrehtivepotenc'yなる現茨の存在を認めなからた｡

著者はピレトリンとエゴノールの混合物を殺虫剤と

して用いた場合,両者の間に刺 'て llhckithet.al.

の称えるような等モル比の complexが生成するや石

※本報倍の概繁は昭和31年3朋lU u'AL段苫仰 )':令
大会 (東京)はて肺軌

やを篠める月的で,各種況合比のピレト1)ンーエゴノー

ル由合剤のアカイエカーの幼虫に対する生物試験を行い,

両剤の況合モル比とピレト.)ンに対するェゴノールの

共力庇との関係について検討を行ったので,こゝに和

ztiす声.

実 ･験

I.'･爽鹸材料及び方痕

1･供試薬刑 除出菊エキスはピレト.).ンーIT7.99,Oof,
ピレトリン-I9.90%.全ピレトリン 15.95% の市

販品 干ゴノ二ルは 7ilp118-1190.の約割結HFI,･硫
酸化軸は市販品を氾桁した投薬乳化用のもので,キシ

ロ:-ルは bp137T142bの化学用示威畠, トリクロル

エチレンは bp86-87･Oの茶溜桔製品である｡

映試乳剤原紋は総てピレト1)ン含丑を0.125%とし,

tf't,トリン1モル に対してェゴノールを夫々 0.54-

2.16,0.76-0.97及び 4.32～17.26モル を加へた

ÅトEl∴42･TE2卑び A3十E3甲3系列とし,夫々
上記諸原料薬剤を第1表に示すような配合虫で況合し,

透明な各乳剤原液を得たム

皇/供試昆虫 鹿物実験に加 ､たアカイエカ CILteX

♪ipieふsvar.3'aZZensCoqui.は著背く7, が先に和LB

Lナ土と同じ,卿 ヒ後 5-7･EIElの3齢幼山である｡

3.火映方法 アカイエーカの幼虫に対する各乳剤の

有効度の試験は. 祈者の が先に和缶したべトl)-m

班によって行った｡

実験時の水温は Al-ET,^妄⊥E3及び As-r:Bに
I
於て夫々 270,26.50及び~25.60であった｡

II'.実 験 結 穴

上記実験方法によって和られた結果をi7!2矧 こ示す｡

表中の致死率は AI～El(100匹),^2.-E空く100匹)

及び IA3･tE31(200匹)の灼処理対照互の生存虫率が

夫々 95.0%,I97.0% 及び99.5% であったので,夫

々 Abottの方法によって祁正した値である｡

ⅠⅠⅠ.考 釈

耶2炎の純米を盤理するとm3表に示すような数lh
33･
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Tablel･ Thecomposition(%)oftheoriginalemulsionsusedfortheexperiments
ofrelationbetweenmolarratioofpyrethrinsandegonol,anddegreeofsynergism.

pyerxettrharcYm I EiFyosnt?I I Sul･f.qfated I xylenen ITrichloroethylene
Al 0.7837 ･'0.0625 40.0 30.1538 29.0.

-Dl 0.7837 . 40.0 . ･30.2163 29.0
El 0.2500.' I.4OIL1 30.7500 - 29.0.

A2 0.7837 0.0875 ■ ･40.0 ･.30.1288 卜 29.0 ''
Il2 0.7837 0.1000 ･40.0 30.1163 29.0

D2 0.7837 40.0 30.8875 29.0

E2.ヽ- ..･.. '0.'1125 ' 40.0■. :30.8875 一 29.0

AS 0.7837 - 0.5000 40.0 ■ 29.7163 29.0
Ds .0.7837 .1.0000.. ･40.0 29.2163 ' 2ひ.0
C3 U.7837 2.0000 40.0 ･28.2163 29.0■
D3. 0.7837 40.0 30.2163 ･.29.0

Table2. Dosage(ppm)-mortality(%)oflarvaeofthecommonhousemosquitofor
synergizedpyrethrum emulsionswithegonolinvariousmolarratios.Onehundred
individualswereusedtineachdosage.
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Tahlc3. Effectivenessofsynergized pyrethrum emulsionswithegonolinvarious
mohrratiostolarvaeofthecommonhousemosquito.

Standarddeviationihp-susceptibility Efficiencyoflethalaction lndeXofmedianlethaldose Medianlethaldose.(LD-50),(ppm) ･.MedianequivalcrTt

Al 0.234 . 4.278 -1.44997 28.182 . 0.92
J]l 0.205▲ 4.881 1.37257 23.588 1.10
C1 0.231 4.327 1.25520 17.fJ97 1.44
uI. 0.30LJ 3.241ー 1.41348, 25.fJll 1.00
El 0.Oひ古. 10.573 2.04999 112:20 0.23

Bi 0.219 4.558 _1.29119 19.552 1.26

D2 ･0.379 -_2.636 .1.39241 ･24.684 1.00
E2 .0.099 10.057 r 1.94738 88.589. 0.28

BS 0.197. 5.072 1.1466とi .14.017 2.33
C3 0.234 4.279 ･1.12730 13.406 2.43
D3 0.277. 3.610...∫r 1.51317 ･.32.596 -1.00 _
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が狩られる｡

似171した除山菊エキス巾の ビレト.)ンーⅠ(シネ.)
ンーⅠ)及び ピレト')ン-I (シネ')I-I)の合Rか

らVも拭ピレト')ンの分子mぱ319.48土0.00の肌が柑

られるが,-紗 こいわれているように ピレトリンーI.
T:シネリンーⅠ,7-7.'3とすれば.供試ビレト')
ンの平均分子爪は 351.88となり,これでエゴノール

の分子爪326.0を除して得られる靖0.926でエゴノ

ールの惑加Ⅲ虫のピレト.)ンに対する倍数を除すれば,
ピレト')ン1モルに対して添加されたェゴノールの毛

ル数が得られる｡このモル比とピレトリンに対するェ

ゴノールの共力皮との関係を示せば第1図のようにな

る｡図申縦軸には強力度をとり,横軸にはモル比を探

った｡

t
ustBIatZLsJ
O

a
a
l

B
a
C
[

MolarproportiondfegonoI

Fig.1. Relationbetweendegreeof

synergismofegonolforpyrethrinsand
theirmolarproportions.

弟1図からピレト1)ンに対するェゴノールのモル比
が 1:0.70の点からェゴノールの共力効果が現われ

/
始め.モル比が 1:4まで急激,かっは iゞEi線的に共

力兜が脚加し,1:4から1:8までは徐々に共の増加
I

率が城じ,それ以上となれば相和率は極めて小となる

印が示されてJ.Tlる｡即ち此の際等モル比となる前に共

力効果が現われ また等モル比以上になっても共力度

が咽如しないという,所謂limitingrelativepotency

の現象は祝吹されず, 等モル比の loosemolecular

complex の生成をTA即すろ紙卿ま何等得られていな

い｡.

然し Blackithによれば.ピベロエルブトキサイド

はピレト')ンに対し共のモル比が 1:5でJt･力Bt'の最
高の山があるが,エゴノールに於ても1:4まではゞ

田緑府に火力TiEEnL旧するのは弼味ある対Tmである｡

以上の実験縫取からアカイェカの幼虫にヒレトリン

及びエゴノールの泡合剤を適用した場合に,両化合物

のrTLrlに Blackith の捉旧する loose●moleculaf'

complexの生成は疑問と考へられる｡

冶 措 /

ピレトリンとェゴノールの混合盲ル比と共力度とゐ

関係,杏,それ等混合乳剤のアカイエカの幼虫に対する

致死効力か ら研究 し,131ackithによる等モ)i,比の

loosemolecularcomplex生成説を検討した｡共力

効果はピレトリ.ンに適しエゴノールが0.7モルの廟
現し,0.7モルから約4モルの問では共力皮は垣線的

に甚だしく増加するが,それ以後約8モルまでは増加

率は徐々に減少し,硬にそれ以上となれば増加率は橿

めて少となり･いわゆる 1imitingrelativ9P9tency
なる現象は観窮されず,Blackith の説を講書する事

実を何等認める可Iが出来なかったO

二本研究に際し終始卸鞭控を賜った高橋悌蔵教授及び

実験に助力せられた背木習君に夫々厚く感謝する｡
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Rぜsume

The theory Of Page andI】lackith, that
pyrethrins一andtlleirsynergistsmightforma

loosemolecularcomplex,usualyatthe1:1

ratio.lVaS(liscuSSCdfromtheshndp')intlotthe
relationhetlYeenmolecularproportionofcgonol

topyrethrjnsl anddegree ofsynerglSm Of

egonolobtained from thelethaleffectonthe

mosquito larvae, CuZexL)zPzensγar. i,alLcns

Coqui･ofsynergizedpyrethrumemulsionsWith

egonolinvariousmolecularproportions._

Thesynergisticactionofegonol/with pyre-

thrinsdevelopedfirstfrom theegonol:pyre-

thrinsratio0.7:1,furthertheiractionincreased

likeastraigllt〉linefrom0.7:̀1-t｡4:1rati(I,I
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buttrateofrincreasingof-itsslo}ylydecreased thefactthatalimitingrelativepotencyofthe

from4:1to8:1ratio,andfurtherlessto mixtureof･pyrethrinsandsynergistobserved

17･'1ratio･ - byPageandBlackith.wasnotrecognized.
Fromexperimentalresultsabovementhioned,

Studie80n theControlofFlyI.arvaehyCllCmicals.S. LarvicidaIEffcc180f

LindancEmu18ionipreparedwithdifferentEmlllsifierS.TakeshiStIZUEI(Department
＼

ofParasitoldgy,InitituteforInfectiousDiseases,Universityo.∫Tokyo)andTeruhiko

TayAIIA (MitsuiChemicallndustri?1Com甲ny)･Received April30･ 1956･BoLy'LT
KagahzL,21,36,1956.(withEnrglishresume,42).

9..乳化剤の異る lindanc乳剤のセンチニクバエ幼虫に対する致力比政 :薬剤による

ハエ幼虫駆除に関する研究 第5戟 鈴木 猛 (東京大学 伝染柄W-先師 寄生虫研究弥)･
退山輝彦※(三井化学工共株式会社)31.4.30.受理

ソルベントナフサを溶剤とし.各位の乳化剤を用いた6錘の 10% lindane乳削,及び乳化剤

(ロート油)の配合丑をかえた3控の 10%lindane乳軌につき,･突験室田においてセンチニク

I.'ェ幼虫に対する効力を此殴検討した給免 一これらの乳剤の効力の間には鎗んど糞がないこと .

が包められた｡

ま え が 舌 一

孜々が殺虫性物質を用いて害虫を駆除する場合には,

有効成分の薬剤をそのま 通ゝ用するのではなく,通常,

乳剤,水和剤,油剤,粉剤などに調製して用いている｡

従って.衰際に班用する場合の効力は,含有する有効

成分の作用のみによるのではなく.これに各柾の顧加

剤や浴剤の抄皆が加わるものと考えられる｡■特に乳剤

においては.攻両活性剤に関する研究の進展にともな

って,各班の乳化剤が実用されるようになったが,こ

れらの乳化剤の効力に与える碓饗については,我が国

では,鈴木(4),小池 ･富沢(I)など二三の朝LBがある

I■

にすぎない｡

袋者/らは,兆剤によるハエ幼虫駆除という綜合研光

の一課超として,一乳化剤や浴剤を矧こする各位のIO%

lindane乳剤のセンチニク､パエ幼虫に対する効力を1

天敵室内の限定された条件の下で比校検討する研兜を

行ってきた｡こ にゝ報告するのは,ソルベン､トわ サ

を浴剤とし,乳化剤の超斑をかえた6位の10'oo'Iindane

乳剤,及び乳化剤 (ロート油)のポ加故をかえた3班

の 10%lindane乳剤につきJそれぞれモミガラ記的

法或いは稀釈乳剤滴下法によって,センチニクバエ3

齢的虫に対する効力を比較した結果である.1 '

Table1. Formulationsoflindaneemulsifiableconcentratesused-inthetests.(W/W ●%)

Active
ingredient
(lindane)

Emulsifier

na-e lAnnionだcni3rl chemicalconstituentI%

Solvもnt
(solvent
naphtha)

-1 iud SulfOnatedoil Anionic.-SaltofsulfonatedcastoroilPolyoxyethylene-arkylph9nOl､Alkyl一arylpolyelheralcoholwithorganic p/sulfonAte 30一 60 guud

一I■■ lot sorpL'1-64 Nonionic t2 78◆. LIood

3 10 N_ona1-150 Nonionic 10 80.∴ g.ood

A.占 ･_'10 TritonX-160NonionicAnionic. 5 85 good

1-6 IO TritOnX-100Nonionic AlkylarylpolyetheralcoI101 15 75 good/

7 I.10, Sulfopatedoil. ･Anionic Saltofsulfonated.castoroil 15 79 fair

※伝排好盤虫研究執 こ淡適された当時C)共紋である｡
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